
 
 

平成２２年度 社団法人日本山岳ガイド協会 検定試験事前講習会 
 
 

山岳ガイド受験のための 

講習会(レスキュー技術)参加募集要項 
 

 

主催： 社団法人日本山岳ガイド協会 

運営： 社団法人日本山岳ガイド協会 

試験委員会、事業委員会 

 
 
１、開催にあたって： 
  社団法人日本山岳ガイド協会の定める「ガイド資格認定制度規則」に準じ、山岳ガイド資格取得 

希望者を対象とした講習会を開催します。 
 
２、受講対象と募集定員： 

①本会のガイド資格分野の山岳ガイド分野の受験希望者。 
   ②本会のガイド資格認定試験を受験しようとする者。 
   ③本会のガイド資格認定試験の一部にすでに合格した者。 
   ④本会のガイド資格認定試験に合格し認定を受けた者で別の職能の受験を希望する者。 
  
   募集定員：１５名 
  
３、講習会開催期日：平成２２年１０月 ４日（月）～１０月 ５日（火）１泊２日間 
   
４、開催地：奥多摩・鳩の巣渓谷 
         宿泊所： 鳩の巣渓谷周辺の宿泊所 
 
５、講習会受講料：受講料 ３０,０００円 
    受講料には、講師料、保険料が含まれます。（別途：宿泊・朝夕食費で約10,000円、昼食・行動食、

の交通費は各自負担となります。） 
 
６、受講申込み： 
  ① 受講希望者は申込用紙(別紙１)と登山経歴書(別紙２)を記入の上、締切日必着にて送付してくださ

い。（ファックス可） 
    また、同時に現金書留または銀行振込にて、受講料をお支払いください。申込用紙と「銀行振 
    込明細書」（コピーでも可）を添えて送付し、受講料の確認をもって正式な受付と致します。   
 
    郵送先： 社団法人日本山岳ガイド協会 山岳ガイド講習会係 
             〒160-0008 東京都新宿区三栄町25番地 堀木ビル501号 
             電話：０３－３３５８－９８０６ ﾌｧｯｸｽ：０３－３３５８－９７８０ 
                             e-mail office@jfmga.com 
    振込先： 三菱東京UFJ銀行 四谷(よつや）支店 普通預金口座 １１１９０２９ 
 

名 義 ： 社団法人日本山岳ガイド協会 

  

 

 ② 申込締切日  平成２２年９月２１日（火）まで（同日消印有効） 
         募集は、先着順に受付けます。 

募集定員１５名になり次第、締切日前であっても募集を締め切ります。 

ご注意ください。 

 

③ 申し込み後、やむを得ない事情で参加できなくなった場合は、以下の取消料を徴収します。 
    ・実施日の当日の取り消し・・・受講料の１００％ 



     ・実施日の８日前から前日までの取り消し・・・受講料の５０％ 

     ・実施日の１５日～９日前までの取り消し・・・受講料の２０％ 

     ・上記以前・・・１，０００円 

    取り消し発生日が休日にあたるなどの理由で直接事務局と連絡が取れない場合は、ファックス送信または留守番 
    電話への録音で対応すること。 その場合、送信日、録音日を取り消し日とする。  

 

 

７、集合案内について 

  申込受領案内をもって集合案内とします。開催日の５日前まで郵送いたします。内容は、「集合案内、

現地連絡先、携行品確認リスト、担当者氏名、講習日程詳細」等々となります。 
 
 

8、講習科目 

●講習会講義および実技予定 

  時  間 講  義 / 実  技 会場及び宿泊地 

１ 10/4 

(月） 

09：00 

09：10～17：00 

17：00～19:00 

19：00～21:00 

21：30 

集合：オリエンテーション 

実技講習 

夕食、休憩 

講義 

就寝 

ＪＲ青梅線・鳩ノ巣駅 

 

 

 

鳩の巣渓谷周辺宿泊所 

２ 10/5 

(火） 

07：00～17：00 

17：30 

実技講習 

解散 

鳩ノ巣渓谷 

●講習会のプログラムは、変更される場合があります。 

 

※以下は実際のレスキュー初級検定試験のチェック項目です。 

講習はこの内容に重点をおいて進行します。 

1. 装備について 

1 シングルロープ（５０m以上）を持っているか 

2 クライミング用具を持っているか 

3 レスキュー装備をもっているか（プルージックコード等） 

4 ファーストエイドキットを持っているか 

5 無線機、携帯電話を持っているか 

6 危急時用具を持っているか（ツエルト、火器、クッカーまたはカップ、非常食） 

7 服装はガイドとして適切か 

2. レスキューに必要なロープの結び方 

1 フィギュアエイト・フォロースルー＋ストッパーノット（ハーネスに結着） 

2 フィギュアエイト・オンアバイト（セルフビレイなど） 

3 ボウライン＋ストッパーノット（木などに結びつける） 

4 ダブルフィッシャーマンズノット（繋ぎ） 

5 フィギュアエイト・ベンド（繋ぎ） 

6 ムンターヒッチ（確保） 

7 クローブヒッチ（セルフビレイなど） 

8 ミュールノット（仮固定） 

9 プルージック（フリクションヒッチ） 

10 オートブロック（フリクションヒッチ） 

11 マリナーズノット（ロード・リリーシング・ヒッチ） 

12 ウォーターノット（ウエビングの結び方） 

3. 支点の設置技術（レスキューのための強固な支点） 

1 SRENE（強固／多重性／均等荷重／固定）を理解している 

2 自然物（岩、木など）の強度を評価でき、アンカーに利用できる 

3 ピトン、カムディバイスなどで十分な強度のアンカーポイントを作成できる 

4 スリングの内角の違いによるアンカーポイントへの負荷を理解している 

4. 懸垂下降技術とロワリング 

１ 基本形（下降器＋フリクションヒッチでのバックアップ）ができる 

２ 下降器具の仮固定ができる＊フリクションヒッチのない場合 



３ ロアリング/吊り下ろし （エイト環利用）と仮固定ができる 

４ ロアリング/吊り下ろし （ムンターヒッチ利用）と仮固定ができる 

5. 自己脱出技術 

1 懸垂下降からの自己脱出（登り返し）ができる 

6. 背負い搬送技術 

1 ザックを利用した背負い搬送ができる 

2 ロープを利用した背負い搬送ができる 

3 ザックを利用して担架を作り、搬送できる 

7. 簡易ハーネスの作成 

1 スリングを利用して簡易ハーネスを作ることができる 

8. 引き上げシステム 

1  「ロワリング→固定→引き上げ」がスムーズに行える 

2  ２：１システムでの引き上げができる 

3  ３：１システムでの引き上げができる 

9. 介助懸垂下降（アシストラッペリング） 

1 介助懸垂下降のシステムを理解している 

2 介助懸垂下降が斜度や要救助者の傷病状況に併せてできる 

10. 救助要請と応急処置 

1 救助要請時の伝達項目を理解している 

2 ツエルトを設営し、待機の体勢をつくることができる 

3 ファーストエイドキットを携行しており、その使用方法をしっている 

11. ガイドの資質 

（全体的な行動からガイドとしての適性、感性、人望、将来性等） 

1 危険に対する知識（質疑応答） 

2 危険に対する予知予見と回避能力（質疑応答） 

3 責任感、使命感があり、顧客に信頼感を与えることができる 

4 マナーがあり、向上心がある 

5 ガイドとしての基本的な体力  

 

 

９、講習会に所持する標準装備（予定） 確定版は集合案内を必ずご覧ください。 

品  名 備  考 品  名 備  考 

ザック 

スタッフバッグ 

ヘッドランプ 

ツェルト 

ナイフ 

時計 

ファーストエイドキット 

テーピングテープ 

水筒 

行動用食糧 

１ 

適当数 

照射距離50m以上 

１（２～３人用） 

１ 

１ 

１ 応急処置可能なもの 

38㎜幅程度 

１L以上 

適量 

非常用軽量コッフェル等 

非常用軽量ストーブ等 

ライター 

筆記用具 

健康保険証 

ガイドに相応しい服装  

登山靴 

雨具上下 

ホイッスル 

１ 

１ および燃料 

１ 

１ 

１ （コピー可） 

１ 

１ 

１ 防風、防水兼用 

１ 

ヘルメット 

クライミングロープ 

補助ロープ 

ハーネス 

HMSカラビナ 

ロッキングカラビナ 

カラビナ 

１ 

シングル50ｍ ロープ 

7㎜×７m 1本 

ﾋﾞﾚｲﾙｰﾌﾟ付 

３ 

３ 

６ 

スリング 

スリング 

下降器&確保器（ルベルソ

等） 

確保用手袋(指まであるも

の) 

フリクションヒッチ用コ

ード 

120cm 2本 

60cm  4本 

１（HMSとセット） 

 

１ 

 

２（ 7mm径 140cmをル

ープにしたもの） 

 

 

 

 

 



（別紙１） 

平成２２度 社団法人日本山岳ガイド協会 
山岳ガイド受験希望者向けレスキュー講習会 受講申込書 

 

   

フ リ ガ ナ 
 
 

氏   名 

   

 
 生年月日 (西暦)      

年   月   日生 

 

  血液型          型 

 目的職能 
         

資格 

  
 
住 所 等 

 〒    －     
 
 
 
TEL                  FAX 

  
携帯電話                E-MAIL 

 緊急連絡先  氏 名:                                        (本人との続柄）： 
  
 
TEL:               FAX: 
 
 

  所 属 団 体 

（※当会会員の場合のみ記入してください） 

◎この講習会に期待することなどございましたら記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人記入欄： 

申込受付日：  月  日     入金確認日：  月  日    資料発送日：  月  日 

 



（別紙２） 

年   月   日 

登 山 経 歴 書（主要な登山経歴を中心に記載） 

●登山･登攀暦 

・1992年1月  奥穂高岳ジャンダルム飛騨尾根 末端から     〔記載例〕 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

●海外登山暦 

・1990年8月 アルプス アイガー東山稜、マッターホルン・リオン稜 他４ルート  〔記載例〕 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

●ガイド暦（経験がある方のみ記入） 

 ・山岳ガイドとしての経験年数   年   月 およその総日数   日 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

社団法人日本山岳ガイド協会 

山岳ガイド検定試験事前講習会申込用 


